
2026 年度　看護学部　看護学科

※講師のアルファベット順にて記載

63 NICUで行われる看護
NICU（新生児集中治療室）は、予定より早く生まれて

しまった赤ちゃんや、先天性の病気を持った赤ちゃんな

どを 24 時間体制でケアする病棟です。生まれたばかり

の赤ちゃんにとって、生死がかかるとても大変な時期を

過ごすところですが、お母さんやご家族にとっても赤

ちゃんと離され、不安や心配が一杯の時間を過ごされま

す。そのような中での看護師、助産師の役割はとても大

切で多岐にわたります。その一端をご紹介します。

講　　師 　	 専 門 分 野

萩本　明子 准教授	 小児看護学、疫学
現在の研究テーマ

行動変容、生活習慣
担当科目

母子保健看護概論、疫学
出講可能日

ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

65 がんとともに“生きる”人を支える
日本では、がんに罹患する人が増えています。がんの治

療には外科的治療、化学療法、放射線療法など様々な方

法があります。がんとともに生きる人がその人らしくあ

り続けるためには、セルフケア能力を高めることが重要

です。病気とともに上手に生活し、よりよく生きるため

の看護について一緒に考えましょう。

講　　師 　	 専 門 分 野

葉山　有香 准教授	� 成人看護学
現在の研究テーマ

がんで化学療法や放射線療法を受ける人々への看護
担当科目

がん看護援助論、終末期看護論
出講可能日

水曜日
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

研究テーマの詳細

研究テーマの詳細

64 世界の子どもの健康
同じ地球に生まれてきたわたしたち。だれもが同じたっ

た一つのかけがえのない命を持って生まれてきました。

でも生まれた場所によって、その命の重さは平等ではな

いのが現実です。この講義では、ふだん私たちの生活と

は直接かかわりのないように思える世界の子どもの健康

とその背景、命の、健康の格差について考えてみたいと

思います。だれひとり取り残さない社会の実現のために

私たちにできることは何でしょうか？

講　　師 　	 専 門 分 野

橋本　秀実 准教授	� 国際保健　学校保健　公衆衛生
現在の研究テーマ

在留外国人の健康
担当科目

国際保健、養護実習
出講可能日

ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

研究テーマの詳細



2026 年度　看護学部　看護学科

※講師のアルファベット順にて記載

67 看護ケアのプロになることと自分らしさ
私たちの世界を豊かにするのは、自分自身を大切にし、

自分の近くにいる人を大切にし、人々の健康や生活の質

を高める関わりを続けていくことです。私たちはやりた

いことがたくさんあります。その一方で、歳をとったり

子どもを育てたり病気になったりということが起き、生

きている故に必要不可欠な日々の営みがあります。自分

らしく生きることとケアをすることの繋がりについて少

しだけ学んでみましょう。

講　　師 　	 専 門 分 野

片山　由加里 准教授	� 基礎看護学
現在の研究テーマ

看護ケアの本質的探究と臨床実践、
看護職の感情労働と臨床判断

担当科目

看護学概論、看護実践総合演習Ⅱ
出講可能日

水・金・土・日曜日、ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

66 マタニティライフを考える
いのちの誕生に向け、赤ちゃんを育み出産するお母さん

の心とからだの健康について考えます。お母さんのおな

かの中で赤ちゃんがどのように成長していくのか、妊娠

中のお母さんの過ごし方、産まれてくる赤ちゃんの持つ

様々な能力について、発育と発達の視点から説明します。

講　　師 　	 専 門 分 野

和泉　美枝 教授	 母性看護学・助産学
現在の研究テーマ

妊婦や産後の女性を対象として、自律神経活動、
身体組成、心理状態についての研究

担当科目

ウィメンズヘルス援助論B、ウィメンズヘルス実習
出講可能日

ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

研究テーマの詳細

68 小児科ナースのお仕事を紹介します
皆さんは、小児科で働くナース（看護師）にどのような

イメージをお持ちでしょうか？　優しいイメージ？　そ

れとも怖いイメージ？　講義では、小児科ナースの仕事

の一部をお話しします。また、小さな子どもを対象に絵

本や紙芝居などを用いて行う「プレパレーション（心理

的準備）」という看護実践を紹介します。知っているよ

うで知らない小児科ナースのお仕事をのぞいてみません

か。

講　　師 　	 専 門 分 野

川崎　友絵 専任講師	� 小児看護学
現在の研究テーマ

子どものトータルケア、医療と教育の連携
担当科目

小児看護援助論 B、こどもの医療
出講可能日

ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン



2026 年度　看護学部　看護学科

※講師のアルファベット順にて記載

71 訪問看護を知っていますか
2040 年の地域包括ケアシステムの深化に向けて、看護

師が働く場は多様になっています。訪問看護では、子ど

もから高齢者までご自宅で療養される方のところへ出向

き、病状の観察や医療的ケア、日常生活援助、介護相談

を通して、住み慣れた地域でその人らしく暮らすことを

支援しています。在宅ケアチームの一員である訪問看護

師のお仕事についてお話します。

講　　師 	 専 門 分 野

小松　光代 教授	 地域・在宅看護学
現在の研究テーマ

本人の視点を重視した認知症看護オープン教育リソースの開発
高齢者の睡眠健康

担当科目

地域・在宅看護論、地域・在宅看護援助論 A
出講可能日

ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

69 自分の身体について知ろう
私たちのからだはどうなっているのでしょうか。身体の

外側からでも、あなたが想像している以上に身体の内側

のことまで知ることができますよ。この講義では、身体

の仕組みを解説しながら身体の表面に触れ、自分の身体

について一緒に考えてみたいと思います。そして、自分

の身体に興味や関心を持ち、普段の自分や家族の健康に

役立ててもらうことができればよいと思います。

講　　師 	 専 門 分 野

木村　静 准教授	 基礎看護学、看護技術
現在の研究テーマ

看護技術の科学的検証
担当科目

基礎看護援助演習、基礎看護方法論
出講可能日

ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

研究テーマの詳細

70 映像から学ぶ“病い”の意味：うつ病の場合
映画『ツレがうつになりまして』を通して、主人公がう

つ病を患うことにより、日常生活及び社会生活における

変化と家族への影響を考える。さらに、看護の視点から、

うつ病を患う主人公と主人公を支える家族にどのような

支援を行うことができるかについて考えたいと思いま

す。

講　　師 	 専 門 分 野

木村　洋子 准教授	 精神看護学
現在の研究テーマ

気分障害を持つ人の看護実践、
精神疾患を持つ人の家族への支援

担当科目

こころのしくみと保健医療、精神看護学概論
出講可能日

金曜日
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

研究テーマの詳細



2026 年度　看護学部　看護学科

※講師のアルファベット順にて記載

73 ケアリングと看護
ケア／ケアリングという言葉は、一般的には、相手に対

する気遣いや配慮などの意味合いとして用いられていま

すが、看護におけるケア／ケアリングの概念に多大な影

響を与えたミルトン・メイヤロフの著書『ケアの本質』

では、ケアされる人とケアする人の双方の人間的成長を

もたらす用語として定義されています。この講義では、

メイヤロフの『ケアの本質』を中心に看護におけるケア

リングについて考えていきたいと思います。

講　　師 	 専 門 分 野

南　妙子 教授	� 基礎看護学
現在の研究テーマ

看護学生のリスク感性を育む医療安全教育に関する
研究

担当科目

看護過程論、看護学概論
出講可能日

春学期：ご相談に応じて
秋学期：木・金曜日
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

74 本人の思いと家族の思いをかなえるために
マンガ「生きる - 最後まで自分らしく」をとおして治療

を受けておられる時期から亡くなられる時期までの経過

を紹介します。本人や家族の思いをかなえることの大切

さについてや自分たちなら大切な家族と最期の時期をど

のように過ごしたいかについて、いろいろな意見を出し

合って、一緒に考えたいと思います。

講　　師 	 専 門 分 野

光木　幸子 教授	 成人看護学
現在の研究テーマ

糖尿病とがんを併せ持つ患者へのセルフケア支援
担当科目

成人慢性期看護援助論、家族関係論
出講可能日

ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

72 マタニティライフを考える
いのちの誕生に向け、赤ちゃんを育み出産するお母さん

の心とからだの健康について考えます。お母さんのおな

かの中で赤ちゃんがどのように成長していくのか、妊娠

中のお母さんの過ごし方、産まれてくる赤ちゃんの持つ

様々な能力について発育と発達の視点から説明します。

講　　師 	 専 門 分 野

眞鍋　えみ子 教授	� 母性看護学、助産学
現在の研究テーマ

妊娠育児期の母子の健康に関する研究
担当科目

健康心理学、母子保健看護概論
出講可能日

金曜日
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン
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※講師のアルファベット順にて記載

77 「手術看護のひみつ」 －手術を受ける患者の看護－
「手術を受ける」ということは、患者さんにとって“病

を治す”という大きな目標があります。しかし、麻酔を

かけるということ、身体を切るということは、患者さん

にとって想像を絶する体験です。みなさんは、手術室看

護についてどのようなイメージをもっていますか？　こ

の授業では、あまり知られていない手術室看護師の役割

を通して、手術を受ける患者さんの安全・安楽がどのよ

うに守られているのかについて、紹介します。

講　　師 　	 専 門 分 野

小笠　美春 准教授	 成人看護学（急性期）
現在の研究テーマ

手術を受ける患者のセルフマネジメント
成人看護学における教育方法

担当科目

成人急性期看護援助論
成人リハビリテーション期看護援助論
出講可能日

春学期：水曜日、ご相談に応じて
秋学期：ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

76 その人らしい人生の最期を支えること、そして自分らしく生きること
人は人生の最期を、どこで、誰と、どのように過ごした

いのでしょうか。本講義では、住み慣れた自宅で最期ま

でその人らしく生きることを支える「在宅看取り」を中

心に、看取り支援の実際を紹介します。支援事例を通し

て、いのちの終わりに向き合い、本人や家族の思いを支

える看護師の役割を考えます。そして、人の最期に寄り

添う経験が、自分自身の生き方や価値観を見つめ直すこ

とにつながることを、一緒に考えてみましょう。

講　　師 　	 専 門 分 野

村田　尚子 准教授	 地域・在宅看護学
現在の研究テーマ

自宅で看取りをする家族へのグリーフケア
担当科目

地域・在宅看護援助論 B、地域・在宅看護論
出講可能日

春学期：水曜日、ご相談に応じて
秋学期：ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

75 胎児期からみる出生直後の新生児
新生児について、母性看護学および助産学に基づいた講

義と演習との組み合わせによる講義展開です。講義では、

はじめに、日本における出産を取り巻く現状を説明しま

す。続いて、新生児の定義、胎児期からみる新生児の生

理学適応、出生直後の新生児ケアを説明します。最後に、

赤ちゃん模型での演習を行います。

講　　師 　	 専 門 分 野

宮川　幸代 准教授	 ウイメンズヘルス、助産学
現在の研究テーマ

女性の睡眠
担当科目

ウイメンズヘルス援助論 A、ウイメンズヘルス実習
出講可能日

ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン
赤ちゃん人形を置く台（机可能）

研究テーマの詳細

研究テーマの詳細
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79 「保健師」という仕事
「保健師」という職業をご存じでしょうか。英語では

“Public Health Nurse”と表記され、“Nurse”がつ

くことからも分かるように、看護師や助産師と同じ、看

護職の一つです。主に保健センターや保健所等に所属し、

地域で暮らす人々の健康と生活を支援しています。出

会ったことがないという人がほとんどかと思いますが、

実は出会ったことがあるというのも「保健師」の特徴で

す。講義ではそんな保健師の活動内容をご紹介します。

講　　師 　	 専 門 分 野

高城　智圭 教授	 公衆衛生看護学
現在の研究テーマ

保健師と住民ボランティアの協働による親子支援
保健師の実践能力育成のための研修プログラム開発

担当科目

公衆衛生看護学概論、公衆衛生看護活動論 A
出講可能日

ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

研究テーマの詳細

80 手術を受ける患者さんの気持ち
患者さんは色々な病気で手術を受けることになります。

手術に対しては不安・心配・恐怖という気持ちを持ちま

すが、治りたいという期待があるから手術をします。患

者さんにインタビューした実際の手術に対する気持ちを

紹介します。また、そのような患者さんに対して看護師

はどのように接すれば良いのかを一緒に考えてみましょ

う。

講　　師 　	 専 門 分 野

當目　雅代 特任教授	 成人看護学
現在の研究テーマ

周手術期における患者教育、運動器疾患患者の看護、
成人看護学における教育方法

担当科目

成人急性期看護援助論
成人リハビリテーション期看護援助論
出講可能日

ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

78 認知症について学ぼう
超高齢社会を迎えたわが国では、認知症の人とその予備

軍を加えると 800 万人といわれています。身近な人や

家族が認知症になる可能性は誰にもありますが、まだま

だ誤解や偏見が強い病気でもあります。記憶のメカニズ

ムから認知症の基本的な理解、認知症の人への接し方な

どを学び、認知症に対する正しい知識を持つことから始

めましょう。そして、認知症の人もいきいきと生活でき

る地域のあり方について一緒に考えていきましょう。

講　　師 　	 専 門 分 野

杉原　百合子 教授	� 高齢者看護学
現在の研究テーマ

認知症の人と家族へのケア、意思決定支援、嗅覚低下
担当科目

高齢者看護学概論、高齢者看護援助論 A
出講可能日

ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン
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81 高齢者の「食べること」を支える援助
「食べること」について、意識したことはありますか。きっ

と多くの人が、日々、当たり前に食事をしているのでは

ないでしょうか。ところが、高齢になると、病気や加齢

変化などの原因により、口から「食べること」が難しく

なることがあります。そのような方々に対して、看護師

はできるだけ、口から食べていただけるように援助を行

います。まずは、食べることのメカニズムをひも解き、「食

べること」を支える援助について考えていきたいと思い

ます。

講　　師 　	 専 門 分 野

山縣　恵美 准教授	� 高齢者看護学
現在の研究テーマ

地域で暮らす高齢者の介護予防
担当科目

高齢者看護学概論、高齢者看護援助論 B
出講可能日

春学期：木曜日
秋学期：ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

研究テーマの詳細


